
第２号様式（第６条第１項） 

（第１面） 

都市景観協議申出書 

令和 4年 11月  14 日 

（申出先） 

横浜市長 

住所 東京都渋谷区代々木2丁目1-1 

申出者 氏名 積水ハウス株式会社 東京マンション事業部

事業部長 迫田秀樹

電話 03（ 5302 ）7711 

住所 東京都港区赤坂9-6-14 

（代理者）氏名 株式会社坂倉建築研究所 大木健逸 

連絡先 03-3403-3551

横浜市魅力ある都市景観の創造に関する条例第９条第２項の規定により、次のとおり都市景観協議

を申し出ます。 

１ 
都市景観協議地区の 
名称 山手地区 

地区区分の 

名称 山手町特定地区 

２ 
都市景観形成行為を 
行う敷地等の位置等 横浜市中区山手町254番4他 

３ 
都市景観形成行為の 
種類 

☑ 建築物の建築等 □ 工作物の建設等 □ 開発行為等

□ 屋外広告物の表示若しくは屋外広告物を掲出する物件の設置

□ その他の行為（土地の形質の変更、木竹の伐採、物件の堆
たい

積、 

特定照明、その他〔 〕） 

４ 
特定都市景観形成 
行為の該当 

有 ・ 無 

５ 
都市景観形成行為の 
着手予定日 令和 5 年 5 月 15 日 

６ 
都市景観形成行為の 
完了予定日 令和 7 年 1 月 31日 

※受付処理欄

受付年月日 令和 年 月 日 

（注意）１ 申出者の住所及び氏名は、法人にあっては主たる事務所の所在地、名称及び代表者の氏名を記入してくだ
さい。 

２ ※印の欄は、記入しないでください。 
３ 魅力ある都市景観を創造するための方針及び行為指針の内容に照らして、必要な事項について記載してく
ださい。 

４ 同一の敷地等について２以上の種類の行為を行おうとするときは、一の申出書によることができます。 
５ 次の図書を添付してください。（行為の種類や規模等により、市長が支障が無いと認める場合は、図書の
一部を省略することができます。） 
(1) 位置図（敷地等の位置及び当該敷地等の周辺の状況を表示するもの）
(2) 当該敷地等及び当該敷地等の周辺の状況を示す写真
(3) 建築物、工作物、アプローチ、外構及び緑地等の敷地等における配置・整備方針を示すもの
(4) 街並み等と立面計画との関係を示すもの（市長が認めた種類の行為にあっては、添付を省略することが

できます。）
(5) 平面図その他市長が必要と認める図書

（Ａ４） 
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（第２面） 

都市景観形成行為の概要 

１ 建築物の建築等 

ア 行為の種類 ☑新築 □増築 □改築 □移転 □修繕 □模様替 □色彩変更 

イ 用途  共同住宅 

ウ 敷地面積  2,889.57㎡ 

エ 高さ(階数）  14.26ｍ   （地下   1 階、地上   3 階） 

オ 行為面積 
延床面積           3,890.00  ㎡ 

増築面積                 ㎡ 
外観変更面積             ㎡ 

カ その他  

２ 工作物の建設等 

ア 行為の種類 □新設 □増築 □改築 □移転 □修繕 □模様替 □色彩変更 

イ 用途(種類)  

ウ 敷地面積                                  ㎡ 

エ 規格(ｻｲｽﾞ)  

オ 行為面積 築造面積                 ㎡ 外観変更面積             ㎡ 

カ その他  

３ 開発行為等 

ア 区域の面積                       ㎡ 

イ 予定建築物の用途  

ウ 法(ﾉﾘ)の高さ                       ｍ 

エ 敷地面積の 小規模                       ㎡ 

オ 木竹の保全等の面積                       ㎡ 

カ その他  

４ 屋外広告物の表示又は屋外広告物を掲出する物件の設置 

ア 行為の区分等 

□自己用        □非自己用 

□壁面看板（  箇所） □袖看板（  箇所） □屋上看板（  箇所）

□広告塔・広告板（  箇所） □その他（     、     箇所）

イ 規模(規格/ｻｲｽﾞ)等 

□壁面看板       

□袖看板  

□屋上看板  

□広告塔・広告板  

□その他（    ）  

ウ その他  

５ その他の行為 

ア 行為の種類  

イ 行為の内容  

ウ その他  

（注意） 項目が多い場合は、別紙で提出できます。 
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（Ａ４） 

（第３面） 

計画趣旨等説明書 
敷地特性等の説明 

敷地特性や 

敷地の周辺状況、 

景観的特徴など 

〔面する道路（主要道路、山手本通りと交わる坂道 等）〕 

計画地は北側で山手本通り、西側で陣屋坂通りに面しています。 

〔敷地内の景観的特徴のある施設（木竹、ブラフ積み、歴史的建造物 等）〕 

計画地西側の陣屋坂沿いにブラフ積みがあります。 

〔近接する景観的特徴のある施設（歴史的建造物、公園 等）〕 

計画地の東側は岩崎博物館で、北西には外国人墓地があります。 

〔眺望の視点場からの眺望の可否〕 

計画地は視点場からの眺望景観の範囲外です。 

〔敷地内及び隣地との高低差〕 

計画地内は北端が も高く、南東端が一番低くなっており約 6ｍの高低差があります。 

陣屋坂および南側の隣地は、計画地と比べ 大で 6m 低くなっています。 

 

計画趣旨説明 

魅力ある都市景
観を創造するた

めの方針 
配慮すべき｢行為指針｣ 

都市景観の形成に関する 
申出者の考え方 

 
方針Ⅰ １ 

山
手
地
区
全
域
の
行
為
指
針 

(

１) 
眺
望
景
観
の
確
保 

 
ア 都市景観協議地区図３に示

す「眺望の視点場」からの眺
望の魅力を高めるよう、建築
物などの壁面の向きや幅、形
態、色彩などのデザインを工
夫する。 

本計画地は視点場からの眺望景観の範囲
外です。 

 
イ 都市景観協議地区図３に示

す「眺望の視点場」からの眺
望景観を阻害しないよう、工
作物は高さやデザインを工
夫する。 

本計画地は視点場からの眺望景観の範囲
外です。 

 
方針Ⅰ 
方針Ⅳ 

(

２) 

色
彩 

 
建築物などの色彩は、周囲の緑
豊かな環境や景観と調和した落
ち着いた色彩とする。 

街並みに溶け込み緑豊かな周辺環境とも
調和するよう、長い経年に耐えうる落ち着
いた彩度の低い明色のレンガタイルを主
な外装仕上げとして採用します。 

 
方針Ⅴ 

(

３) 

屋
外
広
告
物 

 
ア 屋外広告物は、都市景観協議

地区図３に示す「眺望の視点
場」に向かって設置せず、山
手の丘からの眺望に十分配
慮する。 

本計画では屋外広告物はありません。 

 
イ 魅力的な街路景観を形成す

るよう、秩序ある広告景観を
創出する。 

本計画では屋外広告物はありません。 
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魅力ある都市景
観を創造するた

めの方針 
配慮すべき｢行為指針｣ 

都市景観の形成に関する 
申出者の考え方 

 
方針Ⅱ 
方針Ⅲ 
方針Ⅳ 
方針Ⅴ 

２ 

地
区
別
の
行
為
指
針 

(

１) 

山
手
町
特
定
地
区 

ア 

街
並
み
形
成 

 
(ｱ) 山手町特定地区の異国

情緒ある街並みを継承
し、ゆとりある敷地によ
る閑静な住宅地を形成
する。 

計画建物は重厚感・存在感のある形状とし、道
路境界から建物の引きを十分確保した配置と
します。敷地境界際には植栽を施すことで、植
栽帯越しに建物が垣間見える山手らしい奥行
感のある空間とすることで、ゆとりと高級感を
もたらします。 

 
(ｲ) 山手町特定地区の骨格

となる山手本通り及び
坂道に沿っては、見通し
景観に配慮する。 

道路との境界際は植栽帯とし建物はセットバ
ックさせることで通りの見通しを確保すると
ともに、道路からの圧迫感を軽減し奥行の感じ
られる景観を形成します。建物は敷地境界線に
対して角度を付けた配置とし、交差点からの眺
望の見通しに配慮します。 

 
(ｳ) 建築物などは、敷地内の

既存樹木を極力保存す
ることを前提とした配
置とする。 

敷地内の既存樹は多くありませんが、敷地北東
角に残る大きなクスノキなど、生育状況の良い
樹木を選定して保全を行うことで、新植の樹木
とともに緑豊かな景観をつくります。 

 
(ｴ) 敷地内の緑化により、緑

豊かな街並みを創出す
る。 

道路境界際には緑豊かな景観をつくります。敷
地向かいのブラフ99ガーデンと呼応するよう
に、山手らしい樹種の他にも季節ごとに表情が
変わる樹木を織り交ぜながら、周辺環境と一体
感がある緑のネットワークを形成します。 

 
(ｵ) 建築物などは、地区の歴

史的な景観や街並みに
配慮したデザインとす
る。 

外壁仕上げのレンガタイルはラフな表面仕上
げとすることで、山手らしくモダンでありなが
らも素材感のあるデザインとします。 
また、建物ボリュームの雁行により、旧居留地
の邸宅のスケール感を継承します。 
主要な通りに面してはガラスなど透過性のあ
る素材も組み合わせ、地域の顔となるようなパ
ブリック性のあるデザインに配慮します。 

 
(ｶ) 駐車場及び駐輪場は街

並みを阻害しないよう
配置やデザインを工夫
する。 

駐車場は陣屋坂側から建物地下1階に入庫する
よう計画し、駐輪場は建物内の1階に計画し、街
並みに車や自転車が極力目立たないように配
慮します。 

 
(ｷ) 西洋館や歴史的な建造

物を改修する場合は、従
前の外観を継承したデ
ザインとする。 

本計画は対象外です。 

 
(ｸ) 山手本通りに面する敷

地以外での飲食店など
の営業は避ける。また、
山手本通りに面する敷
地での飲食店の営業時
間は住居専用地域にふ
さわしい時間帯とし、夜
間照明などは周辺に配
慮したものとする。 

飲食店等はありません。 

 
方針Ⅳ 
方針Ⅴ 

イ 

屋
外
広
告
物 

 
(ｱ)山手の歴史的な景観と調

和し、閑静な住宅地の環
境に配慮した規模、位
置、色彩、照明などとす
る。 

本計画には屋外広告物はありません。 

（注意） 項目が多い場合は、別紙で提出できます。                        （Ａ４） 
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第２号様式（第６条第１項） 

（第１面） 

都市景観協議申出書 

令和 4年 11月  14 日 

（申出先） 

横浜市長 

住所 東京都渋谷区代々木2丁目1-1 

申出者 氏名 積水ハウス株式会社 東京マンション事業部

事業部長 迫田秀樹

電話 03（ 5302 ）7711 

住所 東京都港区赤坂9-6-14 

（代理者）氏名 株式会社坂倉建築研究所 大木健逸 

連絡先 03-3403-3551

横浜市魅力ある都市景観の創造に関する条例第９条第２項の規定により、次のとおり都市景観協議

を申し出ます。 

１ 
都市景観協議地区の 
名称 山手地区 

地区区分の 

名称 山手町特定地区 

２ 
都市景観形成行為を 
行う敷地等の位置等 横浜市中区山手町258番8他

３ 
都市景観形成行為の 
種類 

☑ 建築物の建築等 □ 工作物の建設等 □ 開発行為等

□ 屋外広告物の表示若しくは屋外広告物を掲出する物件の設置

□ その他の行為（土地の形質の変更、木竹の伐採、物件の堆
たい

積、 

特定照明、その他〔 〕） 

４ 
特定都市景観形成 
行為の該当 

有 ・ 無 

５ 
都市景観形成行為の 
着手予定日 令和 5 年 5 月 15 日 

６ 
都市景観形成行為の 
完了予定日 令和 7 年 1 月 31日 

※受付処理欄

受付年月日 令和 年 月 日 

（注意）１ 申出者の住所及び氏名は、法人にあっては主たる事務所の所在地、名称及び代表者の氏名を記入してくだ
さい。 

２ ※印の欄は、記入しないでください。 
３ 魅力ある都市景観を創造するための方針及び行為指針の内容に照らして、必要な事項について記載してく
ださい。 

４ 同一の敷地等について２以上の種類の行為を行おうとするときは、一の申出書によることができます。 
５ 次の図書を添付してください。（行為の種類や規模等により、市長が支障が無いと認める場合は、図書の
一部を省略することができます。） 
(1) 位置図（敷地等の位置及び当該敷地等の周辺の状況を表示するもの）
(2) 当該敷地等及び当該敷地等の周辺の状況を示す写真
(3) 建築物、工作物、アプローチ、外構及び緑地等の敷地等における配置・整備方針を示すもの
(4) 街並み等と立面計画との関係を示すもの（市長が認めた種類の行為にあっては、添付を省略することが

できます。）
(5) 平面図その他市長が必要と認める図書

（Ａ４） 
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（第２面） 

都市景観形成行為の概要 

１ 建築物の建築等 

ア 行為の種類 ☑新築 □増築 □改築 □移転 □修繕 □模様替 □色彩変更 

イ 用途  共同住宅 

ウ 敷地面積  2,565.81㎡ 

エ 高さ(階数）  13.05ｍ   （地下   1 階、地上   3 階） 

オ 行為面積 
延床面積           3,350.00  ㎡ 

増築面積                 ㎡ 
外観変更面積             ㎡ 

カ その他  

２ 工作物の建設等 

ア 行為の種類 □新設 □増築 □改築 □移転 □修繕 □模様替 □色彩変更 

イ 用途(種類)  

ウ 敷地面積                                  ㎡ 

エ 規格(ｻｲｽﾞ)  

オ 行為面積 築造面積                 ㎡ 外観変更面積             ㎡ 

カ その他  

３ 開発行為等 

ア 区域の面積                       ㎡ 

イ 予定建築物の用途  

ウ 法(ﾉﾘ)の高さ                       ｍ 

エ 敷地面積の 小規模                       ㎡ 

オ 木竹の保全等の面積                       ㎡ 

カ その他  

４ 屋外広告物の表示又は屋外広告物を掲出する物件の設置 

ア 行為の区分等 

□自己用        □非自己用 

□壁面看板（  箇所） □袖看板（  箇所） □屋上看板（  箇所）

□広告塔・広告板（  箇所） □その他（     、     箇所）

イ 規模(規格/ｻｲｽﾞ)等 

□壁面看板       

□袖看板  

□屋上看板  

□広告塔・広告板  

□その他（    ）  

ウ その他  

５ その他の行為 

ア 行為の種類  

イ 行為の内容  

ウ その他  

（注意） 項目が多い場合は、別紙で提出できます。 
 
 

01032039
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（Ａ４） 

（第３面） 

計画趣旨等説明書 
敷地特性等の説明 

敷地特性や 

敷地の周辺状況、 

景観的特徴など 

〔面する道路（主要道路、山手本通りと交わる坂道 等）〕 

計画地は北東側で谷戸坂から続く通りに面しています。 

〔敷地内の景観的特徴のある施設（木竹、ブラフ積み、歴史的建造物 等）〕 

敷地内には景観的特徴のある施設はありません。 

〔近接する景観的特徴のある施設（歴史的建造物、公園 等）〕 

計画地の北東側の道路向かいにはイギリス館があり、イギリス館を囲むように港の見える丘

公園があります。 

〔眺望の視点場からの眺望の可否〕 

計画地は視点場からの眺望景観の範囲外です。 

〔敷地内及び隣地との高低差〕 

計画地内は北東端が一番高く、南西端が一番低くなっており約 6ｍの高低差があります。 

隣地とは南西側で約 2m の高低差があります。 

 

計画趣旨説明 

魅力ある都市景
観を創造するた

めの方針 
配慮すべき｢行為指針｣ 

都市景観の形成に関する 
申出者の考え方 

 
方針Ⅰ １ 

山
手
地
区
全
域
の
行
為
指
針 

(
１) 
眺
望
景
観
の
確
保 

 
ア 都市景観協議地区図３に示

す「眺望の視点場」からの眺
望の魅力を高めるよう、建築
物などの壁面の向きや幅、形
態、色彩などのデザインを工
夫する。 

本計画地は視点場からの眺望景観の範囲
外です。 

 
イ 都市景観協議地区図３に示

す「眺望の視点場」からの眺
望景観を阻害しないよう、工
作物は高さやデザインを工
夫する。 

本計画地は視点場からの眺望景観の範囲
外です。 

 
方針Ⅰ 
方針Ⅳ 

(

２) 

色
彩 

 
建築物などの色彩は、周囲の緑
豊かな環境や景観と調和した落
ち着いた色彩とする。 

街並みに溶け込み緑豊かな周辺環境とも
調和するよう、長い経年に耐えうる落ち着
いた彩度の低い明色のレンガタイルを主
な外装仕上げとして採用します。 

 
方針Ⅴ 

(

３) 

屋
外
広
告
物 

 
ア 屋外広告物は、都市景観協議

地区図３に示す「眺望の視点
場」に向かって設置せず、山
手の丘からの眺望に十分配
慮する。 

本計画では屋外広告物はありません。 

 
イ 魅力的な街路景観を形成す

るよう、秩序ある広告景観を
創出する。 

本計画では屋外広告物はありません。 

01032039
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魅力ある都市景
観を創造するた

めの方針 
配慮すべき｢行為指針｣ 

都市景観の形成に関する 
申出者の考え方 

 
方針Ⅱ 
方針Ⅲ 
方針Ⅳ 
方針Ⅴ 

２ 

地
区
別
の
行
為
指
針 

(

１) 

山
手
町
特
定
地
区 

ア 

街
並
み
形
成 

 
(ｱ) 山手町特定地区の異国

情緒ある街並みを継承
し、ゆとりある敷地によ
る閑静な住宅地を形成
する。 

計画建物は重厚感・存在感のある形状とし、道
路境界から建物の引きを十分確保した配置と
します。境界際には植栽を施し、計画地向かい
の港の見える丘公園を取り込むガーデンを持
つ、ゆとりある計画とします。 

 
(ｲ) 山手町特定地区の骨格

となる山手本通り及び
坂道に沿っては、見通し
景観に配慮する。 

道路との境界際は植栽帯とし通りの見通しを
確保するとともに、道路からの圧迫感を軽減し
奥行の感じられる景観を形成します。 

 
(ｳ) 建築物などは、敷地内の

既存樹木を極力保存す
ることを前提とした配
置とする。 

本計画地内には既存樹木は基本的にありませ
ん。新植の樹木とともに新たな景観をつくりま
す。 

 
(ｴ) 敷地内の緑化により、緑

豊かな街並みを創出す
る。 

山手らしい樹種の他にも実のなる樹や季節ご
とに表情が変わる樹木を織り交ぜながら、周辺
環境と一体感がある緑のネットワークを形成
します。花を含む地被から高木まで、豊かなグ
リーンを計画します。 

 
(ｵ) 建築物などは、地区の歴

史的な景観や街並みに
配慮したデザインとす
る。 

向かい合う港の見える丘公園内に建つ洋館の
意匠性を尊重します。基壇部と 上階の２層構
成とし、一部には回廊を計画します。外壁仕上
げのレンガタイルはラフな表面仕上げとする
ことで、山手らしくモダンでありながらも素材
感のある建築デザインとします。 

 
(ｶ) 駐車場及び駐輪場は街

並みを阻害しないよう
配置やデザインを工夫
する。 

駐車場は前面道路に対して建物裏に回り込む
ように車路を導き、建物地下1階に入庫するよ
う計画します。駐輪場も建物内に計画し、街並
みに対して自動車・自転車が極力が目立たない
ように配慮します。 

 
(ｷ) 西洋館や歴史的な建造

物を改修する場合は、従
前の外観を継承したデ
ザインとする。 

本計画は対象外です。 

 
(ｸ) 山手本通りに面する敷

地以外での飲食店など
の営業は避ける。また、
山手本通りに面する敷
地での飲食店の営業時
間は住居専用地域にふ
さわしい時間帯とし、夜
間照明などは周辺に配
慮したものとする。 

飲食店等はありません。 

 
方針Ⅳ 
方針Ⅴ 

イ 

屋
外
広

告
物

 
(ｱ)山手の歴史的な景観と調

和し、閑静な住宅地の環
境に配慮した規模、位
置、色彩、照明などとす
る。 

本計画には屋外広告物はありません。 

（注意） 項目が多い場合は、別紙で提出できます。                        （Ａ４） 
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第２号様式（第６条第１項） 

（第１面） 

都市景観協議申出書 

令和 4年 11月  14 日 

（申出先） 

横浜市長 

住所 東京都渋谷区代々木2丁目1-1 

申出者 氏名 積水ハウス株式会社 東京マンション事業部 

事業部長 迫田秀樹 

電話 03（ 5302 ）7711 

住所 東京都港区赤坂9-6-14 

（代理者）氏名 株式会社坂倉建築研究所 大木健逸 

連絡先 03-3403-3551

横浜市魅力ある都市景観の創造に関する条例第９条第２項の規定により、次のとおり都市景観協議

を申し出ます。 

１ 
都市景観協議地区の 
名称 山手地区 

地区区分の 

名称 山手町特定地区 

２ 
都市景観形成行為を 
行う敷地等の位置等 横浜市中区山手町118番4

３ 
都市景観形成行為の 
種類 

☑ 建築物の建築等 □ 工作物の建設等 □ 開発行為等

□ 屋外広告物の表示若しくは屋外広告物を掲出する物件の設置

□ その他の行為（土地の形質の変更、木竹の伐採、物件の堆
たい

積、 

特定照明、その他〔 〕） 

４ 
特定都市景観形成 
行為の該当 

有 ・ 無 

５ 
都市景観形成行為の 
着手予定日 令和 5 年 1 月 5 日 

６ 
都市景観形成行為の 
完了予定日 令和 6 年 7 月 31日 

※受付処理欄

受付年月日 令和 年 月 日 

（注意）１ 申出者の住所及び氏名は、法人にあっては主たる事務所の所在地、名称及び代表者の氏名を記入してくだ
さい。 

２ ※印の欄は、記入しないでください。 
３ 魅力ある都市景観を創造するための方針及び行為指針の内容に照らして、必要な事項について記載してく
ださい。 

４ 同一の敷地等について２以上の種類の行為を行おうとするときは、一の申出書によることができます。 
５ 次の図書を添付してください。（行為の種類や規模等により、市長が支障が無いと認める場合は、図書の
一部を省略することができます。） 
(1) 位置図（敷地等の位置及び当該敷地等の周辺の状況を表示するもの）
(2) 当該敷地等及び当該敷地等の周辺の状況を示す写真
(3) 建築物、工作物、アプローチ、外構及び緑地等の敷地等における配置・整備方針を示すもの
(4) 街並み等と立面計画との関係を示すもの（市長が認めた種類の行為にあっては、添付を省略することが

できます。）
(5) 平面図その他市長が必要と認める図書

（Ａ４） 
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（第２面） 

都市景観形成行為の概要 

１ 建築物の建築等 

ア 行為の種類 ☑新築 □増築 □改築 □移転 □修繕 □模様替 □色彩変更 

イ 用途  共同住宅 

ウ 敷地面積  1,195.11㎡ 

エ 高さ(階数）  9.98ｍ   （地下    階、地上   3 階） 

オ 行為面積 
延床面積          1,295,00  ㎡ 

増築面積                 ㎡ 
外観変更面積             ㎡ 

カ その他  

２ 工作物の建設等 

ア 行為の種類 □新設 □増築 □改築 □移転 □修繕 □模様替 □色彩変更 

イ 用途(種類)  

ウ 敷地面積                                  ㎡ 

エ 規格(ｻｲｽﾞ)  

オ 行為面積 築造面積                 ㎡ 外観変更面積             ㎡ 

カ その他  

３ 開発行為等 

ア 区域の面積                       ㎡ 

イ 予定建築物の用途  

ウ 法(ﾉﾘ)の高さ                       ｍ 

エ 敷地面積の 小規模                       ㎡ 

オ 木竹の保全等の面積                       ㎡ 

カ その他  

４ 屋外広告物の表示又は屋外広告物を掲出する物件の設置 

ア 行為の区分等 

□自己用        □非自己用 

□壁面看板（  箇所） □袖看板（  箇所） □屋上看板（  箇所）

□広告塔・広告板（  箇所） □その他（     、     箇所）

イ 規模(規格/ｻｲｽﾞ)等 

□壁面看板       

□袖看板  

□屋上看板  

□広告塔・広告板  

□その他（    ）  

ウ その他  

５ その他の行為 

ア 行為の種類  

イ 行為の内容  

ウ その他  

（注意） 項目が多い場合は、別紙で提出できます。 
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（Ａ４） 

（第３面） 

計画趣旨等説明書 
敷地特性等の説明 

敷地特性や 

敷地の周辺状況、 

景観的特徴など 

〔面する道路（主要道路、山手本通りと交わる坂道 等）〕 

計画地は南側で谷戸坂から続く通りに面しています。 

〔敷地内の景観的特徴のある施設（木竹、ブラフ積み、歴史的建造物 等）〕 

敷地内には景観的特徴のある施設はありません。 

〔近接する景観的特徴のある施設（歴史的建造物、公園 等）〕 

東側に大韓民国総領事館、北側に神奈川県立神奈川近代文学館と接しています。 

〔眺望の視点場からの眺望の可否〕 

計画地は視点場からの眺望景観の範囲外です。 

〔敷地内及び隣地との高低差〕 

計画地内は南東端が一番高く、南西端が一番低くなっており約 3ｍの高低差があります。

西側隣地は 大約２ｍ低くなっており、東側隣地は 大約１ｍ高くなっています。北側

とは高低差はありません。 

 

計画趣旨説明 

魅力ある都市景
観を創造するた

めの方針 
配慮すべき｢行為指針｣ 

都市景観の形成に関する 
申出者の考え方 

 
方針Ⅰ １ 

山
手
地
区
全
域
の
行
為
指
針 

(

１) 
眺
望
景
観
の
確
保 

ア 都市景観協議地区図３に示
す「眺望の視点場」からの眺
望の魅力を高めるよう、建築
物などの壁面の向きや幅、形
態、色彩などのデザインを工
夫する。 

本計画地は視点場からの眺望景観の範囲
外です。 

イ 都市景観協議地区図３に示
す「眺望の視点場」からの眺
望景観を阻害しないよう、工
作物は高さやデザインを工
夫する。 

本計画地は視点場からの眺望景観の範囲
外です。 

 
方針Ⅰ 
方針Ⅳ 

(

２) 

色
彩 

建築物などの色彩は、周囲の緑
豊かな環境や景観と調和した落
ち着いた色彩とする。 

街並みに溶け込み緑豊かな周辺環境とも
調和するよう、長い経年に耐えうる落ち着
いた彩度の低いレンガタイルを主な外装
仕上げとして採用します。 

 
方針Ⅴ 

(

３) 

屋
外
広
告
物 

ア 屋外広告物は、都市景観協議
地区図３に示す「眺望の視点
場」に向かって設置せず、山
手の丘からの眺望に十分配
慮する。 

本計画では屋外広告物はありません。 

イ 魅力的な街路景観を形成す
るよう、秩序ある広告景観を
創出する。 

本計画では屋外広告物はありません。 
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魅力ある都市景
観を創造するた

めの方針 
配慮すべき｢行為指針｣ 

都市景観の形成に関する 
申出者の考え方 

 
方針Ⅱ 
方針Ⅲ 
方針Ⅳ 
方針Ⅴ 

２ 

地
区
別
の
行
為
指
針 

(

１) 

山
手
町
特
定
地
区 

ア 

街
並
み
形
成 

 
(ｱ) 山手町特定地区の異国

情緒ある街並みを継承
し、ゆとりある敷地によ
る閑静な住宅地を形成
する。 

計画建物は邸宅感・存在感のある形状とし、道
路境界から建物の引きを十分確保した配置と
します。境界際には植栽を施すことで、植栽帯
越しに建物が垣間見える山手らしい奥行感の
ある空間とすることで、ゆとりある住宅地を演
出します。 

 
(ｲ) 山手町特定地区の骨格

となる山手本通り及び
坂道に沿っては、見通し
景観に配慮する。 

道路との境界際は既存樹を中心とした植栽帯
とし通りの見通しを確保するとともに、道路か
らの圧迫感を軽減し奥行の感じられる景観を
形成します。 

 
(ｳ) 建築物などは、敷地内の

既存樹木を極力保存す
ることを前提とした配
置とする。 

敷地内に残されている数本の大きなソメイヨ
シノなど、地域の記憶となる樹木を残します。
新植の樹木とともに魅力的な景観を継承しま
す。 
新築の建物は、これらの保存樹を避けた配置に
て計画を行います。 

 
(ｴ) 敷地内の緑化により、緑

豊かな街並みを創出す
る。 

道路境界際には既存樹を中心とした緑豊かな
景観をつくります。山手らしい樹種の他にも季
節ごとに表情が変わる樹木を織り交ぜながら、
周辺環境と一体感がある緑のネットワークを
形成します。 

 
(ｵ) 建築物などは、地区の歴

史的な景観や街並みに
配慮したデザインとす
る。 

本計画地は従前より植栽が豊かな場所である
ことから、アースカラーの落ち着いた外装の色
見を選択し、敷地内既存樹や背後の近代文学館
の森と一体的に調和することを考慮します。外
壁仕上げのレンガタイルやバルコニーのルー
バーなど、山手らしい素材感のある外観を演出
します。 

 
(ｶ) 駐車場及び駐輪場は街

並みを阻害しないよう
配置やデザインを工夫
する。 

駐車場は谷戸坂から続く通り側から入り、既存
のソメイヨシノを中心とした植栽帯により道
路からは見えにくいように計画します、駐輪場
は建物内の1階に計画し、街並みに車や自転車
が極力目立たないように配慮します。 

 
(ｷ) 西洋館や歴史的な建造

物を改修する場合は、従
前の外観を継承したデ
ザインとする。 

本計画は対象外です。 

 
(ｸ) 山手本通りに面する敷

地以外での飲食店など
の営業は避ける。また、
山手本通りに面する敷
地での飲食店の営業時
間は住居専用地域にふ
さわしい時間帯とし、夜
間照明などは周辺に配
慮したものとする。 

飲食店等はありません。 

 
方針Ⅳ 
方針Ⅴ 

イ 

屋
外
広

告
物

 
(ｱ)山手の歴史的な景観と調

和し、閑静な住宅地の環
境に配慮した規模、位
置、色彩、照明などとす
る。 

本計画には屋外広告物はありません。 

（注意） 項目が多い場合は、別紙で提出できます。                        （Ａ４） 
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「（仮称）横浜山手Ⅰ計画」の都市美対策審議会景観部会での審議について 
 

本件は、山手町において進められている住宅建設事業です。先行しているＧ敷地の計画につい

ては、令和２年 12 月の都市美対策審議会の景観部会において、Ａ～Ｇの事業全体の景観形成の

方針をお示ししたうえで審議いただき、了承されました。今回は、特定都市景観形成行為に該当

するＡ、Ｂ、Ｆ敷地について審議をお願いします。 

 

Ａ，Ｂ敷地については、横浜市景観計画で定める建築物の最高高さの規定を越える計画となっ

ていますが、「市長が横浜市都市美対策審議会に意見を聴いた上で、魅力ある都市景観の創造に

特に寄与するものと認めた場合」は規定を適用除外とすることができます。本敷地における当該

規定の適用について審議をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
山手地区における景観計画で定める建築物の最高高さの制限 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

建築物の最高高さの算定方法 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ｅ 

マンション計画中止 

第４章 山手地区における景観計画 

第２ 良好な景観の形成のための行為の制限に関する事項 

３ 行為の制限 

   山手地区における景観形成基準は、次のとおりとする。ただし、市長が横浜市都市美対策審議

会に意見を聴いた上で、魅力ある都市景観の創造に特に寄与するものと認めた場合は、この限り

でない。 

（３）最高高さ 

建築物の最高高さは（省略）計画図４の３に示す数値以下とするものとする。（省略）ま

た、計画図４の３に示す斜線のかかる区域における建築物においては、建築物が周囲の地面

と接する最も低い位置からの高さで計画図４の３に示す数値以下とするものとする。（省略） 

（景観計画抜粋） 

最高高さ 

最高高さ 

10ｍ以下 

（景観図４の３抜粋） 

10ｍ以下 

建築物の最高高さを
建築物が周囲の地面
と接する最も低い位
置からの高さとする
区域 

議事 ２・３・４ 

資料－２ 
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